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高
校
の
歴
史
教
科
書
は
来

年
度
か
ら
、
近
現
代
の
日
本

史
と
世
界
史
を
融
合
し
た

『
歴
史
総
合
』
、
従
来
の
『世

界
史
』
を
名
称
変
更
し
た
『世

界
史
探
求
』
、
従
来
の

『
日

本
史
』
を
名
称
変
更
し
た
『
日

本
史
探
求
』

の
三
種
類
と
な
る
。

『
歴

史
総
合
』
は
す
で
に
今
年
度

か
ら
採
用
さ
れ
て
お
り
、
必

須
科
日
と
な
っ
て
い
る
。
他

方
、
従
来
の
『
日
本
史
』
『世

界
史
』
を
名
称
変
更
し
た
『
日

本
史
探
求
』
『世
界
史
探
求
』

は
来
年
度
か
ら
の
選
択
科
目

と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
本
年
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
全
国
で
展

示
会
が
開
催
さ
れ
た
。

〕ヽ
８
ヨ
五
代
塾
顧
間
　
八
木
孝
昌

は

た
憑
旱
バ
趾
冥
八
賣
六

り
下
抒
戌

各
社
の
『
日
本
史
探
求
』
は
従
来
の
『
日
本
史
Ｂ
』

を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
し
て
開
拓
使
官
有
物
払
い
下

げ
事
件
に
つ
い
て
も
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
実
教
出
版
の

『
日
本
史
探
求
』

（令
和
４
年
３

月
２９
日
文
部
科
学
省
検
定
済
）
は
開
拓
使
事
件
の
説

明
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「開
拓
使
を
廃
止
す
る
に
あ
た
っ
て
、
薩
摩
出
身

の
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
は
、
‐４００
万
円
余
の
費
用
を

投
じ
た
施
設
を
、
約
３９
万
円

（無
利
息
）
で
３０
年

を
か
け
て
支
払
う
と
い
う
破
格
の
条
件
で
、
同
じ

薩
摩
出
身
の
政
商
五
代
友
厚
ら
に
払
い
下
げ
よ
う

と
し
た
。
藩
閥
と
政
商
の
癒
着
の
あ
ら
わ
れ
と
し

て
、
猛
烈
な
政
府
批
判
を
う
ん
だ
。
」

他
方
、
従
来
の
同
社

『
日
本
史
Ｂ
　
新
訂
版
』

（平
成

２９
年
３
月
７
日
検
定
済
）
の
記
述
は
、

「開
拓
使
を
廃
止
す
る
に
あ
た
っ
て
、
薩
摩
出
身
の

開
拓
長
官
黒
田
清
隆
は
、
‐４００
万
円
余
の
費
用
を
投

じ
た
施
設
を
、
３９
万
円

述
　
　
無
利
息
３０
年
賦
と
い
う

蹴
　
　
破
格
の
好
条
件
で
、
同
じ

噺
　
　
薩
摩
出
身
の
政
商
五
代

鴻膨　
一反厚
ら
に払
い
下げ
よ

続
鞘
　
う
と
し
た
。藩
閥
の
情
実

る
　
　
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、猛

上ハ嗣　
　
烈
な
政
府
批
判
を
う
ん

墓
　

　

だ
ｏ
」

と
な
っ
て
い
て
、
語
句
の
微
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
『
歴
史
総
合
』
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
開
拓

使
事
件
に
は
言
及
さ
れ
て
い
強
い
が
、
例
外
的
に
実

教
出
版
の

『詳
述
歴
史
総
合
』
と

『
歴
史
総
合
』

（い

ず
れ
も
令
和
３
年
３
月
３０
日
検
定
済
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
に
極
端
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

「開
拓
使
長
官
の
黒
田
清
隆
が
同
じ
薩
摩
出
身
の

政
商
、
五
代
友
厚
に
、
不
当
に
安
い
価
格
で
官
有

物
を
払
下
げ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事

件
。
」

「北
海
道
の
開
拓
使
長
官
の
黒
田
清
隆
が
、
同
じ
鹿

児
島
出
身
の
政
商
五
代
友
厚
に
、
不
当
に
安
い
価

格
で
官
有
物
を
払
下
げ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
事
件
。
」

こ
れ
は
数
あ
る
誤
記
の
中
で
も
最
も
露
骨
な
も
の

で
あ
る
。
「五
代
友
厚
に
官
有
物
を
払
下
げ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
件
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

が

「明
ら
か
に
な
っ
た
」
こ
と
は

一
度
も
な
い
。

「
『
明
ら
か
に
な
っ
た
』
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ
れ
ば
、

出
し
て
み
な
さ
い
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・Ｒ
毛
ミ
きヽミ
一、
●

さ
ミ
恣

薫ヽ
熱
、

やヽよ
木
文
達
雖

き
翁

Ａヽ

こ
う
い
う
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、　
一
社
だ
け
清
水

書
院
の
『
日
本
史
探
求
』
が
五
代
記
述
を
書
き
替
え
た
。

従
来
の
同
社

『高
等
学
校
日
本
史
Ｂ

新
訂
版
』
が
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「開
拓
使
の
廃
止
を
前
に
、
長
官
の
黒
田
清
隆
が

同
じ
薩
摩
出
身
の
政
商
五
代
友
厚
に
、
約
２０００
万
円

を
投
じ
た
事
業
を
３８
万
円
余
と
い
う
不
当
に
安

い
価
格
で
払
い
下
げ
よ
う
と
し
て
問
題
と
な
っ

た
。
」

『
日
本
史
探
求
』
は
次
の
よ
う
に
記
述
を
変
更
し
た
。

「開
拓
使
の
次
官
に
‐８７
年
に
就
任
し
て
以
来
、
黒

田
清
隆

（
‐８４０
‐
‐９０
）
が
事
実
上
、
北
海
道
開
拓
の

責
任
者
で
あ
っ
た
。
‐８８２
年
に
開
拓
使
は
廃
止
さ
れ

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
黒
田
は
開
拓
使
が

約
２０００
万
円
投
じ
た
事
業
を
守
る
た
め
、
３７
万
円
余

と
い
う
不
当
に
安
い
価
格
で
、
同
じ
薩
摩
出
身
の

政
商
五
代
友
厚
の
経
営
す
る

「関
西
貿
易
社
」
に

払
い
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
新
聞
が
報
じ
て
間

題
化
し
た
。
結
局
、
明
治
十
四
年
政
変
で
開
拓
使

官
有
物
の
払
い
下
げ
は
中
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、

開
拓
使
も
予
定
通
り
廃
止
さ
れ
た
。
」

従
来
の

「長
官
の
黒
田
清
隆
が
同
じ
薩
摩
出
身
の

政
商
五
代
友
厚
に
、
（中
略
）
不
当
に
安
い
価
格
で
払

い
下
げ
よ
う
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
」
は
事
実
誤
認

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
政
府

文
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
黒
田
長
官
の
三

条
太
政
大
臣
宛

「伺
」
書
は
、
安
田
定
則
ら
開
拓
使
幹

部
四
人
が
退
職
し
て
設
立
す
る
民
間
会
社
へ
の
払
い

下
げ
を
提
案
し
て
お
り
、
政
府
が
そ
の

「伺
」
書
の
通

り
に
払
い
下
げ
を
承
認
し
た
こ
と
が
記
録
文
書
に
残

っ
て
い
る
。

そ
の
事
実
誤
認
記
述
が
、
「政
商
五
代
友
厚
の
経
営

す
る
『
関
西
貿
易
社
』
に
払
い
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る

と
新
聞
が
報
じ
て
問
題
化
し
た
」
と
書
き
替
え
ら
れ

た
。
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
が

「関
西
貿
易
商
会
は

（中
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略
）
開
拓
使
と
約
し
て
北
海
道
の
物
産
を

一
手
に
引

き
受
け
」
と
い
う
誤
報
を
明
治
十
四
年
七
月
二
十
六

日
の
社
説
に
書
い
て
以
降
、
自
由
民
権
運
動
に
よ
る

五
代
批
判
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
清
水
書
院
『
日
本

史
探
求
』
の
記
述
は
事
実
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。該
当
ぺ
―
ジ
を
掲
げ
て
お
く
が
、
画
像
と
本
文
は

旧
教
科
書
も
新
『
日
本
史
探
求
』
も
ま
っ
た
く
同

一
な

の
で
、
開
拓
使
事
件
の
説
明
だ
け
が
書
き
替
え
ら
れ

た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
「た
だ
し

そ
の
新
聞
報
道
は
誤
報
で
あ
っ
た
」
と
付
け
加
え
て

あ
れ
ば
完
璧
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
事
実
で
な
い
記

述
が
事
実
に
即
し
た
記
述
へ
と
書
き
替
え
ら
れ
た
意

味
は
限
り
な
く
大
き
い
。
虚
偽
を
記
述
す
る
歴
史
教

科
書
群
の
中
に
あ
っ
て
、
事
実
を
記
述
す
る
歴
史
教

科
書
が
出
現
し
た
こ
と
を
そ
れ
は
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。

筆
者
は
過
日
そ
の
新
旧
教
科
書
の
該
当
ぺ
―
ジ
を

五
代
公
の
墓
前
に
供
え
、
虚
偽
の
記
述
を
改
め
た
教

科
書
が
世
に
出
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
（
１
頁
写
真
）

か
く
し
て
、
来
年
か
ら
高
校
生
た
ち
は

一
つ
の
歴

史
的
事
件
に
つ
い
て
、
事
実
を
学
ぶ
者
と
虚
偽
を
学

ぶ
者
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

鰤
鸞
仁
燿
一一鮨鱚
薇
飩
勒
綺
薇
卜

こ
の
七
月
に
は
末
岡
照
啓
住
友
史
料
館
研
究
顧
問

著
の

『
五
代
友
厚
と
北
海
道
開
拓
使
事
件
―
―
明
治

十
四
年
の
大
隈
追
放
と
五
代
攻
撃
の
謎
に
迫
る
』
が

刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
開
拓
使
事
件
に
つ
い
て
の
広

範
な
史
料
猟
渉
を
通
じ
て
克
明
に
事
実
関
係
を
再
現

し
、
事
件
の
真
相
と
五
代
の
無
実
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
明
ら
か
に
し
た
開
拓
使
事
件
論
の
決
定
版
で
あ
る
。

著
者
本
人
も

「あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、

「東
京
横
浜

毎
日
新
聞
の
誤
報
に
よ
っ
て
、
五
代
友
厚
と
関
西
貿

易
社
が
官
有
物
の
受
け
皿
会
社
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
問
題
は
本
書
に
よ
っ
て
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
」
と
強
い
自
負
を
表
明
し
て
い
る
。

五
代
無
実
が
歴
史
研
究
の
側
か
ら
完
璧
に
論
証
さ

れ
、
時
を
同
じ
く
し
て
清
水
書
院

『
日
本
史
探
求
』
が

五
代
記
述
を
書
き
替
え
た
。
こ
れ
は
偶
然
に
起
き
た

別
々
の
事
柄
で
は
な
い
。
二
〇

一
〇
年
に
末
岡
住
友

史
料
館
副
館
長

（当
時
）
が

『住
友
史
料
館
報
』
に
掲

載
し
た

「
『
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
』
再
考
」

の
五
代
無
実
論
を
受
け
継
い
で
、
拙
著

『新

・
五
代
友

厚
伝
』
が
三
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
が
契
機
と

な
っ
て
大
阪
市
立
大
学
関
係
者
を
中
心
と
し
た

「五

代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説
見
直
し
を
求
め
る
会
」

が
三
〇
二

一
年
に
発
足
し
、
同
年
十

一
月
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『青
天
を
衝
け
』
の
脚
本
が
ド
ラ
マ
上

で
あ
る
と
は
い
え
開
拓
使
事
件
の
五
代
を
無
実
と
し
、

二
〇
三
二
年

一
月
に
は
大
阪
市
立
大
学
で

「五
代
友

厚
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
は

「見
直
し
を
求
め
る
会
」
が
文
部
科
学
省
へ
の
署
名

活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
教
科
書
会
社
等
へ
の
五
代

記
述
の
見
直
し
を
求
め
る
文
書
を
送
り
、
同
年
三
月

に
は
関
西
テ
レ
ビ
が

「報
道
ラ
ン
ナ
ー
」
で
五
代
名
誉

回
復
活
動
を
本
格
的
に
紹
介
し
、
と
い
う
よ
う
に
五

代
無
実
の
世
論
形
成
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
流
れ
の
先
端
で
上
記
の
二
つ
が
起
き
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
は
五
代
名
誉
回
復
を
目
指
す
息
の
長
い
活
動

の
到
達
点
と
し
て
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

餃
賤
黎
蝙

機
な
雉

雉
鰈
勒
鑢
咸
骰
藉

颯
炉
錮
覺
木

教
科
書
会
社
各
社

ｏ
『
日
本
史
年
表
』
刊
行
岩
波
書

店

・
『
日
本
史
年
表
』
編
纂
歴
史
学
研
究
会
に
記
述
書

き
替
え
を
求
め
て
き
た
上
記

「見
直
し
を
求
め
る
会
」

は
、
清
水
書
院
以
外
の
教
科
書
会
社
や
岩
波
書
店
・
歴

史
学
研
究
会
に
対
し
て
、
清
水
書
院
『
日
本
史
探
求
』

に
お
け
る
記
述
書
き
替
え
の
事
実
を
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
五
代
記
述
の
誤
り
を
正
す
よ
う
再
度
求
め
る

文
書
を
近
く
送
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
昨
年
十

二
月
、
本
年
三
月
に
続
い
て
、
三
度
目
の
要
望
書
送
付

で
あ
る
。

『
日
本
史
探
求
』
。
『
歴
史
総
合
』
・
岩
波

『
日
本

史
年
表
』
が
官
有
物
五
代
払
い
下
げ
説
を
依
然
と
し

て
と
っ
て
い
る
こ
と
に
は
何
の
根
拠
も
な
く
、
た
だ

新
聞
の
誤
報
を
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
載
せ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
真
実
が
社
会
的
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
、
「見
直
し

を
求
め
る
会
」
か
ら
の
要
望
書
に
対
し
て
「検
討
す
る
」

と
回
答
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
代
記
述
の

誤
り
を
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
訂
正
し
な
い
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
を
担
当
す
る
歴
史
研
究
者
お
よ
び

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
学
問
的
姿
勢
を
疑
わ
ざ
る
を
え
な

〕ヽ
８
ヨ
五
代
塾
顧
間
　
曾
野
豪
夫

量
代
震
軍
綺
予
藁

五
代
友
厚
の
写
真
は
多
く
な
い
。
特
に
侍
姿
の
写

真
は
今
の
と
こ
ろ

〓
某
し
か
世
の
な
か
に
で
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
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五
代
名
誉
回
復
活
動
が

一
社
の
教
科
書
書
き
替
え

と
い
う
成
果
を
得
て
大
き
な

一
歩
を
印
し
た
今
、
「見

直
し
を
求
め
る
会
」
は
す
べ
て
の
誤
記
が
正
さ
れ
る

ま
で
そ
の
活
動
が
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
紙
読
者
各
位
に
お
か
れ
て
も
注
視
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

『
五
代
友
厚
秘
史
』

（昭
和
３５
年
、
再
版

同
３６
年
）
は
編
者
山

中
園
子
女
史
が
友
厚

の
妻
豊
子
の
姪
に
当
る
永
見
晴

（私
の
外
祖
母
）
、
萱

野
み
ね
子
、
私
の
伯
父
の
永
見
克
也
と
も
相
談
し
な

が
ら
探
し
て
い
た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
が
余
り

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
同
著
に
掲
載
の
写
真

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（掲
載
順
）

一
、
着
物
姿
…

晩
年
に
近
い
写
真
と
思
う

（国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

二
、
侍
　
姿
…

慶
応
元
年
二
月
頃
長
崎
で

三
、
洋
服
姿
…

慶
応
元
年
ロ
ン
ド
ン
で

四
、
　

同
　
　
慶
応
四
年
正
月
大
坂
で

五
、
　

同
　
　
明
治
二
年
五
月
大
阪
又
は
横
浜

二
の
長
崎
で
の
写
真
は
『秘
史
』
で
は
「幕
末
当
時
」

と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま

一
〇

年
前
の
二
〇

一
二
年
に
私
は
隔
月
誌
『
歴
史
通
』
七
月

一、着物姿…晩年に近い写真と思う
(国立国会図書館蔵)
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五、洋服姿…明治二年五月

大阪又は横浜

四、洋服姿…慶応四年正月

大坂で

五代才助の幕末当時
旧薩摩藩±。通称才助。

二、侍姿 ,・慶応元年三月頃長崎で

三、洋服姿…慶応元年
ロンドンで

号
を
購
入
し
た
。
同
月
号
は
中
国
特
集
で
私
は

一
九

八
〇
年
代
中
頃
に
兼
松
北
京
事
務
所
長
と
し
て
中
国

に
駐
在
し
て
い
た
の
で
高
島
俊
男
、
石
平
、
宮
脇
淳
子
、

福
島
香
織
氏
た
ち
の
論
考
を
読
み
た
か
っ
た
の
で
あ

る
。目

次
の
終
り
の
方
に

「古
写
真
探
偵

薩
摩
の
英
国

秘
密
留
学
生
云
々
」
と
印
刷
さ
れ
た
小
さ
め
の
活
字

が
目
に
入
っ
た
。
早
速
本
文
を
読
む
と
、
著
者
森
重
和

雄
氏
は
二
〇

一
一
年
に
行
わ
れ
た

「明
治
古
典
七
タ

古
書
大
入
札
会
」
の
資
料
の
中
に
薩
摩
藩
松
木
弘
安

の
肖
像
写
真
を
発
見
さ
れ
た
。
写
っ
て
い
る
敷
物
か

ら
長
崎
の
上
野
彦
馬
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か

も
写
真
台
紙
裏
側
に
墨
書
さ
れ
た
説
明
文
に
よ
る
と
、

長
崎
で
撮
影
し
丑
年

（慶
応
元
年
）
四
月

四
日

（
ロ
ン
ド
ン
に

行
く
途
中
の
）
香
港

よ
り
送
る
、
と
書
い

て
あ
っ
た
。

そ
こ
で
森
重
氏
は

ピ
ン
と
き
て
五
代
才

助
の
写
真
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
調
べ

る
と

『
五
代
友
厚
秘

史
』
に
松
本
弘
安
と

同
じ
ポ
ー
ズ
で
撮
っ
た
五
代
の
写
真
を
見
つ
け
ら
れ

た
。
ポ
ー
ズ
は
刀
を
左
手
に
持
つ
か
右
手
に
持
つ
か

の
違
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
五
代
の
写
真
に
は
敷

そ
の
他
の
参
考
資
料

ｏ
山
口
貴
正

『
日
本
の
夜
明
け

フ
ル
ベ
ツ
キ
博
士

と
幕
末
維
新
の
志
士
た
ち
』
文
芸
社

・
斎
藤
充
功

『消
さ
れ
た

「西
郷
写
真
」
の
謎
』
学

研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

館
を
後
に
、
長
田
町
の
五
代
友
厚
誕
生
地
へ
向
か

う
。
こ
こ
は
黎
明
館
の
あ
っ
た
場
所
か
ら
城
山
を
半

周
し
た
あ
た
り
の
閑
静
な
住
宅
地
の
中
に
あ
り
、
当

初
は
道
端
に
建
て
ら
れ
て
い
た

「五
代
友
厚
誕
生
地
」

（昭
和
４６
年
（
‐９７‐
）
３
月
建
立
）
石
碑
で
あ
っ
た
が
、

平
成
２８
年
に
鹿
児
島
市
が
三
千
五
百
万
円
を
か
け
て

誕
生
地
整
備
事
業
が
行
わ
れ
現
在
の
広
場
と
な
る
。

た
だ
っ
広
い
空
間
に
記
念
碑
を
挟
ん
で
左
に
足
跡
の

説
明
台
、
右
に
か
つ
て
は
五
代
が
幼
年
期
に
描
い
た

と
さ
れ
て
い
た

「新
訂

萬
国
全
図
（実
は
兄
の

友
健
が
描
い
た
）」
の
説

明
台
、
こ
の
説
明
台
は

平
成

３０
年

５
月
に
大

阪
商

工
会
議
所
創
立

‐４
周
年
記
念
と
し
て

同
所
よ
り
寄
贈
さ
れ
、

そ
れ
に
報
い
る
た
め
大

阪
の
方
向
に
向
け
て
設

置
さ
れ
た
と
し
て
い

物
が
写
っ
て
い
た
。
森
重
氏
の
お
か
げ
で
五
代
の
侍

姿
の
撮
影
年
と
場
所
が
分
か
っ
た
次
第
で
あ
る
。
森

重
氏
の
記
事
に
関
心
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
、
大
阪
商
工
会
議
所
に
は
世
に

出
て
い
な
い
友
厚
の
写
真
が
も
う
少
し
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
外
曾
祖
父
永
見
米
吉
郎
と
外
祖
父
省

一
が
明

治
十
六
年
に
長
崎
の
上
野
彦
馬
写
真
師
に
撮
っ
て
貰

っ
た
写
真
は

「り
８ヽ
ヨ
五
代
塾
新
聞
」
創
刊
号
に
掲
載

し
て
貰
っ
て
あ
る
。

フ
ル
ペ
ツ
キ
ン
糞

明
治
元
年
秋
に
長
崎
上
野
彦
馬
写
真
館
で
撮
影
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
有
名
な
フ
ル
ベ
ツ
キ
写
真
に

五代才助        松本弘安

五
代
友
厚
が
写
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
昭
和
五
十

一
年
（
一

九
七
六
）
に
話
題
と
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
写

真
上
段
右
か
ら
六
人

目
で
あ
る
。私
は

一
日

見
て
「違
う
！
」
と
断

じ
た
。撮
影
年
月
も
確

定
さ
れ
て
い
な
い
の

で
こ
の
写
真
に
つ
い

て
今
は
論
じ
な
い
が

関
心

の
あ

る
方

は

≡
戸
一０＆
一∞
又
は
関

係
書
籍
を
参
照
さ
れ

た
い
。
（実
は
五
代
と
さ
れ
た
人
物
の
右
側
は
私
の
妹

の
主
人
の
大
伯
父
香
月
経
五
郎
で
あ
り
、
こ
れ
は
間

違
い
な
い
と
思
う
。
）

１２
時
過
ぎ
に
鹿
児
島
中
央
駅
に
到
着
。
駅
前
広
場
に

建
つ

「若
き
薩
摩
の
群
像
」
の
真
ん
中
で
、
右
手
で
未

来
を
指
し
示
し
て
座
っ
て
い
る
五
代
友
厚
に
御
挨
拶

本
来
な
ら
ま
ず
磯
庭
園
の
尚
古
集
成
館
へ
向
か
う
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
館
は
り
ニ
ュ
ー
ア
ル
エ
事
の

た
め
２
年
ほ
ど
先
ま
で
閉
館
中
で
、
ま
ず
見
た
か
っ

た
五
代
が
持
帰
っ
た
イ
ギ
リ
ス
製
織
機
も
見
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
駅
前
か
ら
市
電
に
乗
り
換
え
て

天
文
館
で
下
車
し
、
鶴
丸
城
跡
の
黎
明
館
へ
向
か
う
。

途
中
、
城
跡
前
の
鹿
児
島
ま
ち
歩
き
観
光
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
、
五
代
友
厚
の
缶
バ
ッ
チ
を
ゲ
ツ
ト
す
る
。
こ

の
図
柄
は
後
に
訪
ね
る
泉
公
園
内
の
五
代
友
厚
銅
像

か
ら
取
っ
た
も
の
。

黎
明
館
で
は
郷
土
に
ち
な
む
数
多
く
の
展
示
資
料

の
な
か
で
五
代
が
描
き
大
久
保
が
賛
を
付
け
た
竹
図

軸
や
所
持
し
て
い
た
時
計
な
ど
僅
か
な
五
代
関
係
資

料
展
示
や
特
別
展
示
と
し
て
こ
れ
も
僅
か
に
並
べ
ら

れ
た
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
資
料
を
観
覧
。

崚̈一

マ
８
ヨ
五
代
塾
会
員

井
渓

明

（堺
事
件
を
語
り
継
ぐ
会
代
表
）

６
月
１２
日

・
１３
日
の
二
日
に
わ
た
り
念
願
で
あ

っ
た
五
代
の
足
跡
を
鹿
児
島
に
訪
ね
る
旅
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
簡
単
な
紀
行
を
こ
こ
に
綴
り
ま
す
。

１２
日
朝

８
時
過
ぎ
の
サ
ク
ラ
で
新
大
阪
を
出
発
し

帯
　
　
ヤ

マ

．

五代友厚誕生地
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る
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
と
休
憩
コ
ー
ナ
ー
が
置
か
れ
た

だ
け
の
広
場
で
、
特
に
五
代
の
幼
・青
年
期
を
偲
ぶ
と

い
う
程
で
も
な
く
些
か
拍
子
抜
け
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

鹿
児
島
で
も
西
郷
や
大
久
保
ほ
ど
の
扱
い
は
さ
れ
て

い
な
い
の
か
と
残
念
な
気
持
ち
と
な
る
が
、
ま
あ
将

来
の
空
間
活
用
に
期
待
し
て
お
こ
う
。
と
こ
ろ
で
私

は
黎
明
館
を
出
て
か
ら
些
か
判
り
に
く
い
案
内
表
示

を
見
間
違
え
、
か
な
り
の
大
廻
り
を
し
て
誕
生
地
に

た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
も
来
ら
れ
た

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
誕
生
地
を
後
に
、
長
田
町
方
面
か
ら
黎
明
館

の
あ
る
広
場
前
の
宝
山
ホ
ー
ル
前
に
建
つ
薩
摩
藩
家

老
で
五
代
の
支
援
者
で
あ
っ
た
小
松
帯
刀
像
を
拝
し

た
後
、
泉
町
公
園
の
五
代
友
厚
立
像
を
拝
す
る
。
こ
の

像
は
台
座
の
説
明
刻
文
に
よ
る
と
、
大
阪
の
篤
志
家

坂
岡
勇
治
が
東
京
の
彫
刻
家
坂
上
政
克
に
依
嘱
し
て

制
作
さ
れ
、
昭
和
３６
年
（
‐９６‐
）
に
鹿
児
島
市
に
寄
贈
さ

れ
、
誕
生
地
に

近
い
長
田
陸

橋
に
建

て
ら

れ
た
が
、
そ
の

後
昭
和

５６
年

（
‐９８‐
）
に
こ
の

地
に
移
設
さ

れ
た
と
い
う
。

大
阪
に
あ
る

諸
像
に
も
劣

ら
な
い
堂
々

た
る
五
代
友
厚
立
像
で
あ
る
。

翌
１３
日
午
前
小
雨
の
中
、
川
内
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー

で
い
ち
き
串
木
野
市
羽
島
の
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記

念
館
（∽＞
引
∽⊂〓＞
∽引
⊂〕
ｍｚ引
∽
〓
⊂
∽
ｍ⊂三
）
へ
。
今
風
に
い

う
と
五
代
友
厚
の
聖
地
の

一
つ
と
い
う
こ
と
で
早
く

訪
ね
た
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
念
願
叶
い
の
訪
間
と

な
る
。
途
中
、
黎
明
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
左
手
に

彼
ら
が
出
発
し
た
羽
島
港
と
大
海
原
が
広
が
り
、
遠

目
に
煉
瓦
造
を
模
し
た
記
念
館
の
建
物
が
覗
え
る
。

記
念
館
に
到
着
し
早
速
館
内
へ
。
ま
ず
は
些
か
長
め

で
は
あ
っ
た
が
案
内
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
。
そ
の
後
展
示

観
覧
。　
一
階
は
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
と
留
学
生
遺
品
な

ど
が
展
示
。
三
階
で
は
留
学
生
の
辿
っ
た
コ
ー
ス
な

ど
が
映
像
と
写
真
、
レ
プ
リ
カ
、
模
型
な
ど
を
交
え
て

多
角
的
に
展
示
さ
れ
、
留
学
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
よ

う
な
構
成
と
松
っ
て
い
る
。
最
近
読
ん
で
い
た
林
望

著
『薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
西
へ
』
の
描
写
が
色
々
に

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
暫
し
展
示
資
料
に
見
入
る
。
さ

ら
に
企
画
展
と
し
て
五
代
友
厚
の
「赤
心
」
展
示
な
ど

も
興
味
深
く
観
覧
し
た
後
、
海
側
に
出
て
記
念
碑
や

渡
英
し
た

一１９

人
の
レ

リ
ー
フ
像
な
ど
を
彼
ら

が
旅
立
っ
た
海
を
バ
ッ

ク
に
見
る
。
売
店
の
博

物
館
グ
ツ
ズ
に
、
映
画

「天
外
者
」
バ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
あ
り
早
速
ゲ
ツ

ト
。
そ
の
他
幾
つ
か
を

買
い
求
め
る
。

館
員
の
方
や
私
の

訪
間
を
聞
き
つ
け
て
来

ら
れ
た
羽
島
事
跡
顕
彰

会
川
口
勝
利
会
長
ら
と
暫
し
話
し
、
建
造
の
い
き
さ

つ
や
普
及
啓
発
活
動
の

一
端
な
ど
も
伺
う
こ
と
が
で

き
た
。
館
建
設
に
は
こ
の
地
出
身
の
元
市
長
が
大
い

に
尽
力
さ
れ
、
近
代
日
本
の
黎
明
を
引
っ
張
っ
た

人
々
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
と
い
う
こ
と
で
、
当
初

は

一
億
円
く
ら
い
の
建
設
予
算
が
、
結
果
と
し
て
四

億
を
上
回
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
完
成
し
た
と
の
こ

と
。
羽
島
の
沖
に
は
沿
々
た
る
未
来
が
あ
っ
た
こ
と

を
深
く
感
じ
入
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
代
の
足
跡
を
鹿
児
島
に
辿
る
こ

と
が
出
来
、
よ
う
や
く
念
願
の
幾
つ
か
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
鹿
児
島
の
尚
古
集
成
館
は
も
と
よ

り
、
こ
の
羽
島
に
は
五
代
が
関
わ
っ
た
金
山
跡
な
ど

も
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
今

一
度
来
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
所
と
し
て
後
ろ
髪
を
（ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
）曳
か
れ
つ
つ
記
念
館
を
離
れ
て
帰

阪
の
途
に
つ
く
。

第
６
回
セ
ミ
ナ
ー

日
時

】
肥
年
７
月
２３
日

（土
）

１４
時
～
１６
時
３０
分

場
所

中
川
口
自
宅
に
て

（吹
田
市
千
里
山
西
）

セ
ミ
ナ
ー
内
容

】

①
マ
８
ヨ
五
代
塾
及
び

五
代
に
関
す
る
近
況
報
告

（川
口
建
）

②

「開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
」
と

五
代
名
誉
回
復
運
動
の
進
展

（川
口
建
）

③
空
海
に
学
ぶ

（河
本
雪
夫

】
五
代
塾
会
員
及
び
仏
教
雑
学
主
宰
）

総
勢
１６
名
の
参
加
。

「開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ

事
件
」
は
来
年
の
清
水
書
院
教
科
書
『
日
本
史
探
究
』

で
替
え
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
き
な
進
展
で
あ

る
。
何
が
誤
り
で
五
代
が
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
の

か
？
、
現
実
に
教
育
界
や
書
籍
の
史
実
な
ど
に
ど
の

様
な
悪
影
響
を
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
を
川
口
理

事
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
詳
細
は
本
誌
第
９

号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

第
２
部
は
異
分
野
の
知
識
習
得
と
し
て
河
本
氏
に

講
演
を
い
た
だ
い

た
。
次
の
感
想
を
記

し
ま
し
た
の
で
、
ご

参
考
に
お
読
み
く

だ
さ
い
。

空
海
に
つ
い
て

は
常
識
で
は
考
え

ら
れ
な
い
天
才
、
凄

い
頭
脳
を
持

っ
た

方
と
い
う
こ
と
は

わ
か
る
が
、
松
ぜ
わ

ず
か
入
唐

２
年
半

ほ
ど
で
、
密
教
界
第

一
人
者
で
あ
る
恵

果
和
尚
か
ら
密
教
の
す
べ
て
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出

来
た
の
か
が
、
摩
訂
不
思
議
な
事
だ
。
ま
ず
言
葉
の
壁

は
ど
う
克
服
し
た
の
か
が
興
味
あ
る
が
、
空
海
の
１８

歳
か
ら
３０
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
の
資
料
が
あ
ま
り
な

い
と
の
こ
と
。
河
本
氏
の
仮
説
で
、
も
し
か
し
た
ら
不

明
の
時
期
に
中
国
に
渡
っ
て
い
た
の
で
中
国
語
が
堪

能
で
仏
典
を
理
解
し
得
た
の
で
は
…
？
？
？
な
ん
と

な
く
考
え
ら
れ
る
説
だ
。
素
晴
ら
し
い
能
力
を
持
つ

人
は
人
日
々
学
ぶ
姿
を
見
せ
ず
に
研
鑽
を
積
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
最
澄
は
同
じ
よ
う
に
唐
に
渡
り
密
教
を
半
年

だ
け
学
び
、
自
分
が
密
教
の
理
解
者
だ
と
思
い
桓
武

天
皇
は
じ
め
貴
族
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
が
、
空
海

の
持
ち
か
え
っ
た
『請
来
目
録
』
を
見
て
自
分
の
密
教

が
中
途
半
端
だ
と
反
省
し
、
空
海
に
教
え
を
乞
う
と

い
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。
謙
虚
に
自
分
の
至
ら
な
い
こ
と
を
真
摯
に
反

省
し
教
え
を
乞
う
と
い
う
態
度
に
、
人
と
し
て
非
常

に
大
切
な
事
だ
と
思
う
。

今
回
講
師
の
河
本
氏
は
日
々
研
鑽
を
積
ま
れ
て
い

て
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（川
口
由
美
子
）

五代友厚像 (泉公園 )

最近大阪0関西万博の話題が増えてきた。

私も 52年前に何回となく会場に足を運
び驚きの連続であったことを思い出す。

当時世の中に無いものが沢山展示され、今現実と松つ

ている。今回の万博にも大いに期待したい。そもそも日

本の万博への参加(1867年 )は、時の徳川幕府に先駆
けて五代友厚が一番先に手を上げた。何かピンと感ず

るものがあつたに違いない。この先見性と行動力が現

在一番求められるものではないでしようか。(川口建記)
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